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研究会で,私 を含 めて団員の数名の方々か ら報
告 された。しかし,当 日はスライ ドを使用した
ため時間的な制限 もあ り,部分的な ものになら














































































































































































































え られ る。それ は社会学 の科学社会的把握,社会
学の社 会学 とい えるか もしれない。科学社会学
に もい くつか のアプ ローチがあ るが,そ の一つ
にアメ リカでR.K.マ ー トン らが おこな ってい
る方法 があ る。 彼 らは 科学を 制度 として とら
え,そ れ を研究者数,大 学,研 究機関,大 学の
講座,講 義,学 会,研 究誌,専 門雑誌 等において
とらえよ うとしてい る。 この方法 を用いれば 日
本 の社会学会員 は1960年に約1,000名であった
が 、1975年に1,415名にな り,1982年に1,804名
今 日で は約2,000名に達 してい ると推測 され る。
すなわ ち,約20年間で会員数は倍増 した ことに
な る。 この ような増加の原因 として,外 国 とり
わ けアメ リカの社 会学研究 を反 映 した,戦 後 の
教育制度の変 化,新 制大学での社会学 の講義数
の増加,社会学科,社会学部の増 設等が考 え られ
る。1972年には社 会学関係講義 を もつ大学数が
115あり,社 会福祉学 を含 めると184校あ る。大
学院の数 をみ ると同 じ1972年に国立 が16校,公
立が4校,私 立が29校で あ り,計49校となってい
る。なお民 間の社 会学関係の研究機 関は67を数
える。研究グルー フ゜ も1971年の時点 で50あり,
その内訳は理論(8),農 山村(7),都 市(7),
産 業・労働(7),地域社 会(5),教育 ・文化(4),
家族(3),階層(2),その他(7)となって いる。
社 会学専攻者 のみのグループが22,他の分野 と
の共同研究 であ るが社会学者が多数 を占めるグ
ループ18となってお り,所 在地 をみると関東地
方 が圧 倒的に多 く24グルー フ゜ ,関西地方,西 部
地方 の各 々10グル ープ となって い る。 しか しこ
の研究 グルー フ゜ も小 さい ものや インフォー マル
な ものを加 え ると非常 に多 いと考 えられ る。
日本社会学会 は1923年に創立 され,「 社 会学
雑誌」「季刊社 会学」 「年報社 会学」 「社 会学研
究 」等の機関誌 を発刊 したが,戦 後1950年に「社









































北京大学 は市 の北西部 に位置 し,宿 舎か ら割
合近 い ところにあ る。大学 の創設 は1898年とい
うか ら東 京帝国大学 よ り1年 お くれで ある。 キ
ャンパスは150ヘクタールで,京 都御苑が65ヘ
クタールであ るか ら約2.3倍強 の広 さであ る。
赤門 を くぐ り,内 に入 ると池や塔 や大樹 あ りで
公園 に きたよ うで ある。学生の姿 も余 りみ られ
ない。 そのなかに大学の建物が点在 してい る。
学部 としては自然科学,人文 ・社会科学,言語 ・文
学 の3つ があ り,学 生数 は 自然科学部 が5,335
人,人 文 ・社会 科学部 が2,963人,言語 ・文学
部,2,629人,計8,926人となってい る。 この外
に特別 プログラムの学生 として705人が在学 し
て い る。大学院 の学生 は各 々1,075人(内博士 課
程69人)651人(23人),78人(2人)の計1,804人
であ る。 これ は大学 か らもらった 「北京大学」
のパ ンフレッ トに掲 ってい る数字で ある(1984
年現在)。 ・。
ファカル テ ィ ・メンバー は 自然科 学部1,538
人,人 文 ・社会科学部793人,言語 ・文学部388
人,他152人であ る。その うち教授 が164人,准
教授(AssociateProfessor)612人,講師 ,268
人,助 手416人,他409人,計2,869人で ある。
人文・社会学部 は中国語 ・中国文学(教 授11人,

























































とマルクス主義 との関連性に ついて 質問が あ
る。これにたいしてマルクス主義は科学の一つ











































柴垣芳太郎先生か ら万里 の長城 に行 くなら,途
中居庸関に立寄 った らというア ドバイスを うけ
る。8時 半に車3台 に分乗して宿舎を出発。ま
ず天壇公園に向う。丹青の瓦でふき,大理石の
上に立つ祈年殿 は美しい。印鑑 を注文 し,買物
をし,その後,北 京の北西約40キロメー トルの
ところにある明の十三陵へと車を走 らせ る。
市の郊外に出ると荷物 をもって歩 く人,自 転
車 にのる人,耘転機に リヤカーをつけて,野菜
や建材を運ぶ人,サイ ドカーつきのオー トバイ,
荷物を満載 した トラック,バ ス,乗用車が道に
あふれている。われわれの車 も混雑をさけて左












人 も物 も移動してお り,社会が活発に動いてい
るとい う印象をうけた。
大牌楼をぬけて明の十三陵の陵域に入 ると,
陵墓 を守 る石獣の大 きさにおどろかされ る。ま
た定陵の地下宮殿の巨大 さや定陵博物館に陳列
された豪華絢爛たる副葬晶をみる。それは数多






































































































































人の出迎 えをうける。車 の窓か らみる街のたた
ずまいに,古 都長安の面影を見つけ出そうと努


























陳列室で多 くの ものをみせていただく。 とて も






あ る。石午 や獅 の像 な どの間 を歩 き廻 るだ けで
あ る。碑林 の屋部 に入 る。 ここ も四室 あった。
非常 にみたいと思 っ.ていた王 羲之や楮 遂良,顔
真 卿 らの碑文 に対面す る。感激,も う少 し時間
的なゆと りが あれ ばと思 う,像 も,絵 も,書 も,
陶器 も,す べて美 しい ものばか りであ る。案内
して下 さった女性 が美 しい。
博物館 を去 り大雁塔 に行 く,ここ も人が多い,、
二 階に登 り西方 を望 む。 この はるか先 が中東,
ギ リシ ャ,ローマなのだ と考 える。降 りると住職
のお坊 さんが待 って おられ,玄 奘ゆか りの土地
の説明を きく。 ホテルに帰 り夕食 をす ませ,「秦
俑魂 」(TheSouloftheTerra・CottaArmy)
と題 す る舞劇 を観 るため,6時 す ぎに ホテルを
出 る。外 国の要人 の列 に加 わ り,パ トカー先導
で西安 の街 を通 りぬ け る,劇 の ス トー リー はわ
































































































































業(福 祉),都市,海 外の社会学,理論,学 史
の研究 をおごなっているとのことであった。宗













































画,日 本 を訪問 した ときの印象 などと話題 は
尽 きない。御招待に感謝し,今後の友好を願っ












































北京大学社会学系の先生方,通 訳の周 さん らの
あたたかい御配慮と御力添にたいし心からお礼
をのべ,ま た仏教大学の御支援に感謝す る次第
であ る。(1986年1月7日)
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